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     長い待ち時間 


    助言

    

  
  体調が万全でない状態で、診察までの時間、不安を感じながら待つことは、健康な人には想像できないほどつらい時間かもしれません。
多くの医療機関では、患者さんの待ち時間を少しでも減らすために、コンピューターや予約制の導入などさまざまな努力をしています。けれども、患者さんは大きな病院に集中しがちで、外来患者さんが1日当たり数千人という病院もあります。
来院される患者さんの状況によっては、早急な処置が必要だったり、治療選択について普段より時間をかけて説明したりすることも少なくありません。1日に診察する患者さんの数が多いと、徐々に時間がずれ、たとえ予約制でも待ち時間が1～2時間、あるいはそれ以上になってしまうこともあります。
患者さんから、「外来受診の日は1日がかりです」という声も聞かれますが、なかなか良い解決策がないのが現実です。
病院によっては、患者図書館や患者さんのための図書コーナーがあったり、患者さんが呼び出しブザーを持ち歩き、呼び出しブザーのお知らせがあるまでは、病院内のどこで過ごしてもよかったりするなどの工夫をしている病院もあります。
（最終更新日　2024年6月10日）
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